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校 正 結 果

校正の不確かさは,拡張不確かさであり,包含係数 た=2で決定され ,

約 95%の信頼の水準をもつと推定される区間を定める。

校正の実施条件 :

・校正は,標準器 との比較測定により実施 した。
・校正は,恒温槽を使用 し実施 した。
・温度校正値 (標準の値)と は,校正品が指示すべき温度である。

校正室の環影

温  度   23°C～ 27°C
湿 度  23%～ 43%

校正に用いた標準器 :

品  名
デジタル温度計

本体

センサ

型式又は性能  機器番号 製造者名

備考 :

・校正時に以下のソフ トウェアを使用 した。

RTR500BC forヽ/indows Ver.2.05

特記事項 :

。校正品の受理後,修理及び調整を行わず校正を実施 した。

総数 2頁の 2頁
証明書番号 1203-00283-6

FI■ lKE

株式会社 ネ ツシン

以 上

°C)

1502A

Pt1 00

B27133

N‐ S‐ 19023

温度校正値

(標準の値 )
校正品の指示値 拡張不確かさ

-25.0 -24.8 0.5

0.5-20.0 -19.7

…15.0 -14.7 0.5


